
B．B．コージノフ  

『19世紀ロシア抒情詩論（スタイルとジャンルの発展）』  

翻訳の試み  

OI－I）ITrIePeBO月aKHHrHB・B・KoxHHOBa   
く（KHHraOPyCCKO益JIHPHtIeCKO益Ⅲ033HH19BeKa  
（Pa3BHTHeCTHJI3IHXaHPa）〉〉（M・，（（CoBPeMeHHHK〉〉，  

1978）Ha兄ⅢOHCKH義兄3もⅠⅩ  

鈴 木 淳 一  

CY刀3yKH只3氾肌ⅥTⅥ   

これは、1978年にモスクワの出版社「同時代人」から出版されたワヂーム・  

ワレリアーノヴィチ・コージノフの『19世紀ロシア抒情詩論（スタイルとジャ  

ンルの発展）』を全訳する試みです。本書の章立ては以下の通りで、事情が許  

す限り、半年に1回、1回に1章ずつ掲載したいと思っています。  

序  

1章 「抒情詩の本質について数言」  

2章 「ロシア抒情詩の起源と発展段階」  

3章 「プゥシキンの詩の時代」  

4章 「プゥシキン以後。チエッチェフとチュッチェフ派」  

5章 「19世紀中葉の抒情詩。フェートとネタラーソフ」  

6章 「『沈滞期』（世紀末）の抒情詩」  

7章 「結語に代えて」  
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ロシア詩の関する翻訳は、エフィム・エトキント『詩のはなし』（札幌大学  

外国語学部紀要「文化と言語」Vol．22，No．1；Vol．23，No．1：Vol．24，No．1；Vol．25，No．  

2；Vol．27，No．1）、B．B．コージノフ『詩作品はどう書かれるか一詩的創造の  

諸法別について』（Vol．30，No．1；Vol．30，No．2；Vol．32，No．1；Vol．32，No．2）に続いて  

3作目になります。Jl．只．ギーンズブルクの『抒情詩について0刀ⅥpHKe』と  

どちらにしようかと迷ったのですが、前回からの惰性に押されて、また19世紀  

ロシア詩の隆盛、衰退、隆盛というプロセス、それにリアリズム全盛時代の詩  

と散文の関係により興味を引かれていることも手伝って、コージノフの書を選  

択することにしました。ギーンズブルクにも、いずれ機会があれば、挑戦する  

つもりでいます。   

著者コージノフ（1930～2003年）の紹介については、訳者の知識不足もあっ  

てここでは割愛し、2004年に出版された文献目録にお任せしたいと思います  

（（（BaEHM BaJtepHaHOBHllKoxHHOB・Bt16JT＝Orpa¢HtIeCf（HiiyKa3aTeJTt・・Tpynhl  

1952－2002rn〉〉MocKBa，HM刀Hnui，2004）。   

翻訳が困難と言われる詩を巡る論述の翻訳であるため、必要に応じて日本語  

にロシア語を並列した箇所も多々あります。読み辛いとは思いますが、訳者の  

力量不足をご海容くださると同時に、訳者自身とロシア詩に興味を持たれる  

方々のロシア詩理解がより正確に深まるための措置という弁解もお聞き届けく  

だされば幸甚です。   

上付き数字は原注を表し、原注は脚注として訳しました。また訳注は［］に  

入れて本文中に埋め込むか、あるいは上付き数字前に「注」をつけて表し、章  

末にまとめることにしました。   

原文の括弧、ゴチック、イタリックは、それぞれ括弧、ゴチック、傍点にし  

てあります。  
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序  

BBeAeHLle   

開口一番、読者に断っておかなければならないのは、本書は19世紀ロシア抒  

情詩の歴史を扱ったものではないということである。本書が研究対象とするの  

は、まずはスタイルとジャンルの発展であって、内容と形式の全般にわたる抒  

情詩の発展ではない。換言すれば、本書では19世紀ロシア抒情詩という豊かな  

宝庫一文字通り無辺に豊かな宝庫－をすべて取り扱うつもりなど毛頭な  

い。抒情詩の群を抜いた大傑作、あるいはせめて抒情詩の真に意義探い作品だ  

けにしても、そのすべてに多少とも具体的な評価を下そうとすれば、数巻にお  

よぶ書物を書かなければならないであろう。   

本書の狙いは、19世紀ロシア抒情詩について「すべて」を語ることではなく、  

未だ審らかにされていないいくつかの側面、いくつかの問題、いくつかの名前  

に照明を当てることである。それゆえ本書では、ある一つの現象に大きな関心  

が、ときには大き過ぎるくらいの関心が割かれているかと思えば、その他の現  

象には、広く人口に胎灸している現象も含め、はとんど言及されることがない。   

本書において目論まれているのは、したがって、プゥシキン時代の抒情詩や  

19世紀中葉の抒情詩－より正確には第三四半世紀の抒情詩－をもう一度再  

考する試み、そしてはとんど研究されていない現象、すなわち「チュッチェフ」  

派（1830年代～1850年代）と19世紀末（最終四半世紀）の抒情詩を評定する試  

みである。   

その一方、本書では、たとえばレールモントフやコリツォーフといった大詩  

人への言及がはとんどなされていない。実際のところ、ジュコーフスキー、バ  

ーチュシコフ、デニース・ダヴィードフ、カテーニン、グリポエードフといっ  

たプゥシキンの先行者や年上の同時代人の抒情詩、それに多少ともレールモン  

トフに近しかったボレジャーエフ、オガリョーフ、カロリーナ・パーヴロワ、  

また多少ともコリツォーフに近しかったニキーチン、スゥーリコフ、トレーフ  
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ォレフといった詩人の抒情詩は、本書の将外に置かれている。   

しかし本書は、繰り返し言っておくが、抒情詩の歴史を扱うものではない。  

本書を構成しているのは、ある特定の時代の抒情詩のスタイルとジャンルの発  

展の考察に割り振られた諸章である。   

さらに言っておかなければならないのは、本書の前提の多くが、どんな新し  

い問題解決法もはとんどがそうであるように、論争的な性格を持っているとい  

うことである。たとえば、プゥシキンとその盟友たちの抒情詩にはルネサンス  

的特質クe〃eCCα〃Cだ朗npHp明aがあるという主張には、文学研究者の誰もが賛  

同しているわけではないし、ロシア抒情詩の中に「チュッチェフ」派というグ  

ループを分別することにはまったく反対がないわけではないし、フェートの抒  

情詩を巡っては依然として論争が続いているし、19世紀末の抒情詩に対する相  

対的に高い評価も大いに論駁される可能性がある等々、といった塩梅である。   

しかし、文学研究はいつでも論争と議論の明け暮れの中で発展してきたし、  

発展し続けている。当然なことながら、本書がロシア文学の貴重な一部である  

19世紀抒情詩の研究に、たとえ慎ましくとも、それなりの貢献をもたらしてく  

れることを願わないではいられない。   

この機会を利用して、本書の原稿を通読する労を厭われなかったソ連科学ア  

カデミー準会員刀．H．チモフェーエフ氏、「文学の諸問題」誌副編集長E．‖．  

オセトローフ氏、哲学博士にしてプゥシキン研究所上級研究員A．Hノヾヴロー  

フスキー氏に感謝の意を表したい。  

1章  

抒情詩の本質について数言  

HecKOJlbKOCJ10BOnPVIPOJleJIHPLILleCKO内no33IILl   

抒情詩は、ロシア文化を具現したもっとも価値あるものの一つである。ロシ  

ア抒情詩人たちの大傑作群は、世界の抒情詩全体によって作り上げられた作品  

すべての最上級に属している。  
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抒情詩はもちろん、ドストエフスキー、トルストイ、チェーホフあるいはシ  

ョーロホフの物語に固有の歴然たる権威を世界に対して持っているわけではな  

いが、抒情詩がその母語と、そして母語に備わる唯一無二の音響叩Ⅶ靴、  

および構造c〝甲Oe肋eと緊密極まりない紐帯で結ばれている以上、それは仕方  

のないことである。抒情詩作品の翻訳は、筆者の確信するところによれば、元  

来の芸術的価値を失った、たんなる原作の意味の説明〟朗0北e〃〟eのようなも  

のとなるか、あるいは異国民の傑出した詩人によって同一テーマで創作され  

た、原作とは異なった作品－たとえ出来栄えは素晴らしくとも、いずれにし  

ても本質的に異なった作品－となるしかない（たとえば、レールモントフの  

『連なる山の頂が・・・IbpHhIeBePLLFHHhl…』は、ゲーテのテーマで創作されたロ  

シア詩の大傑作である）注1。抒情詩がその素材たる言語の将外において叙事的  

散文と競い合うことなどできないのは、まさしくこのために他ならない。   

抒情詩は言語芸術の極めて独自的な一形式であり、叙事詩とはもちろん、ま  

してや散文とは根本的に異なっているのである。抒情詩と叙事的物語とは、本  

質的に別々の芸術なのだ。抒情詰も叙事的物語も同じ素材から、すなわち言語  

から作られるという事実にしても、双方の同質性など微塵も意味してはいない  

のである。   

たとえば、同一素材から作られるものとして、建築作品と彫刻作品（石や木、  

金属、等々）、装飾品と絵画作品（平面上の線と色）、ダンスと総合舞台芸術の  

基礎としての演劇パントマイム（人間の肉体運動）などがあるが、これらのそ  

れぞれが我々の目に根本的に異なる芸術種として映っていることは明らかであ  

る。建築や装飾、ダンスは、その独自的芸術形式において一定の世界観、気分、  

経験を具象化しようとする表現芸術飴pの〟椚朗b仰e HCKyCCTBOであり、一方彫  

刻や絵画、演劇パントマイムは、その形式において現実そのもののリアルな形  

式をどうにかして再現しようとする描写芸術∽0申の〟明朗b〃Oe拷C町CmOなの  

である1。  

■このことについては拙著（心叫uHC町CCm（芸術の種類）〉〉（Mリ（（Hc町CC柑0〉〉，1960）で詳細に論  
じられている。  
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同じことは抒情詩と叙事詩、物語との関係にも言える。抒情詩作品は、短編  

や中編、長篇、物語詩などとは違って、描写ではなく表現に、何らかの経験の  

表現、もっと広く言えば何らかの世界観の表現に立脚しているのである。抒情  

詩にもまたもちろん、人間や出来事、風景等々の諸特徴を再現しようとする描  

写的要素がないわけではない。しかしそうした描写的要素は、必ずしも必要な  

ものではない。古典的な抒情詩作品には描写的要素のまったくない作品が少な  

くない（いくつか例を挙げるなら、プゥシキンの『私はあなたを愛していた。  

あの愛はきっと今もまだ・・・月BaCJIK）6HJl：JIIO60Bt，e叫e，6もIThMOXeT”．』、レールモ  

ントフの『退屈にして物悲しく、（胸塞ぐときに）手を差し伸べてくれる人と  

ていない・・・HcKyqHO，HIPyCTHO，HHeKOMyPyKyIlOJIaTh…』、チュッチェフの『シ  

レンチウム！Silentium！』、ネクラ，ソフの『俺はもうすぐ死ぬだろう。僅か  

ばかりの遺産は…‰py兄CKOpO．XMme＝aC糊CTBO…』、ブロークの『鳴呼、  

私は狂気を生きたい・・・0，月XOqy6e3ym70）Ⅸm…』、ザポロッキーの『心に怠  

惰を許してはならない…HeⅢ03BO几兄如yI山…e＝比TbC乱‥』などである）江20   

描写的要素が必ずしも必要ないという事実は、表現性という抒情詩固有の本  

性を如実に指し示している。   

もちろん、程度の差こそあれ多量に描写的デテールを含んだ抒情詩作品も、  

たくさんあるにはある。しかしながら、そうしたデテールが抒情詩の内的基盤  

を構成することはない。それはちょうど、多くの建築作品にデテールとして登  

場する人間や動物の描写が、それら建築作品の本質を規定してはいないのと同  

様であり、またダンスにしばしばつきものの労働行為や戦闘行為、あるいは日  

常的な活動や仕草の再現が、ダンスという芸術において決定的な役割を果たし  

てはいないのと同断である（もっとも、そうした再現がある種のダンスに一定  

の彩りを与えていることは疑いようもない）。   

以上のような比較をここで持ち出したのは、言語芸術においては描写性と表  

現性の根本的相違が、他の芸術種の場合におけるはどはっきりとは現れないか  

らに他ならない。同じ素材（たとえば大理石）から作られた円柱と彫像が、あ  

るいは同じアーティストによって演じられるダンスと舞台の1幕とが、それぞ   
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れ異なった芸術種に属していることは、誰の目にも明らかである。だが芸術言  

語の領域では、同様の相違自体がそれはど一目瞭然というわけではない。なぜ  

なら、石でできた対象物を、あるいはアーティストの運動を見分け、そこに何  

の苦もなく描写的形式と表現的形式の違いを識別するように、言葉を「見分け  

ること」などできない相談だからである。   

言葉はもちろん、それが読まれたものであれ聞かれたものであれ、その物質  

性において知覚されるが、言語芸術作品の実際的な知覚が言葉の意味の知覚な  

しに－直接的な外的感覚によってではなく、内的認識によって理解される言  

葉の意味の知覚なしに一行なわれるとは到底考えられない。芸術言語の全体  

を視覚や聴覚、触覚によって察知することなど不可能なのだ。   

したがって言語芸術の描写的形式と表現的形式を区別するためには、認識の  

本質的な努力と深化が不可欠である。建築と彫刻の根本的相違は単純に看取す  

ることができるのだとすれば、勝るとも劣らず本質的な抒情詩と叙事詩の相違  

はただ理解することができるだけなのである。   

抒情詩作品と物語の芸術的本質について考えを巡らせれば、次のような結論  

に達するだろう。物語が一それがゴーゴリの『外套』であれ、トルストイの  

『コサック』であれ、ショーロホフの『静かなドン』であれー物語が読者に  

提示するのは、あたかも作者自身とさえも無縁であるかのような「客観的な」  

芸術的現実である。読者の想像力を前に繰り広げられるのは、ある実生活上の  

出来事（あるいは一連の出来事）、すなわち具体的な時空で生起する人間同士の  

相互関係である。   

一般的に言って、読者が直接知覚するのは、この実生活上の出来事の現実性  
ではなく、芸術的な言葉、すなわち物語作者によって作り出された、複雑だが  

首尾一貫した言語イメージである。しかし、叙事的作品を実際に知覚しようと  

すれば、多少なりとも言語のことは「忘れて」、その言語によって具象化された  

出来事の現実性に沈潜しなければならない。   

抒情詩作品を知覚する場合は事情がまったく異なる。抒情詩作品に具現化さ  

れているのは出来事の現実性ではなく、経験の現実性だからである。経験－  
93   



CULTURE AND LANGUAGE，No．75   

それはいわば精神生活の出来事、心的活動の出来事である。日常的な言葉遣い  

における「経験」はしばしば、ごく限られた個人的で内輪的な何かを意味す  

る。だが、抒情詩に適用される場合の「経験」は、ある近しい人や全国民との  

付き合いからでも、愛や革命との関連からでも、春の一日や宇宙全体との関係  

からでも生じうる、あらゆる精神運動のことなのである。しかも詩人は、自分  

の経験すべての一つ一つに、私人として市民として、色や音、匂い、生の量感  

をじかに感じ取る生物として、抽象的な思考を繰り広げる哲学者として、どう  

にかしてその存在を刻印せずにはいないのである。   

問題の核心は、抒情詩の「対象」とは経験であるということ、その経験は、  
たとえ現実のどんな出来事、あるいは現象によって招来されたにせよ、いつで  

も人間精神の躍動的にして深く個人的な活動以外の何物でもないということで  

ある。だから、たとえ拝情詩作品の中に何らかの客観的な出来事が登場すると  

しても、その出来事は経験のいわば素材のような役割を果たしているに過ぎな  
いのである。   

抒情詩と叙事詩の間に境界線を引こうとしても、芸術におけるあらゆる境界  

線と同様、そこに数学的正確さを期すことなどできはしない。経験と出来事が  

多少とも同等の権利を主張する抒情的叙事作品刀岬0∂〃椚eC柑eⅢpOH3BeAeHHeと  

いうものの多様な領域も存在するからである。それでも、ロシア詩はもちろん  

世界詩においても大きな比重を占めているのは、いわば純粋抒情詩一描写的  

要素が自立的な意味を持たず、出来事（それに人間の相貌、風景、何らかの現象  

や対象）がたんなる経験の契機か素材に過ぎない純粋抒情詩－なのである。   

経験とは人間の認識に関わる現象なのであって、それはただ表現することが  

できるだけであり、文字通りの意味での描写はできない。抒情詩は本来的に表  

現芸術なのである。このことをとくに如実に示すのは、読まれてしまった抒情  

詩作品というものは、読者がはんの数行でも暗記していなければ、ときにはた  

ったの1行一たとえば作品全体の躍動的リズム構造を多少とも体現している  

最初の1行－でも暗記していなければ、はとんどまったく存在しないも同然  

だという事実であろう。  
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物語の場合は事情がまったく異なる。読者は、ただの1語すら記憶できなく  

とも、言葉によって再現された出来事の芸術的現実性をはっきりと思い浮かべ  

ることができる。それに対して抒情詩作品によって再現される経験は読者にと  

って、所与の具体的でリズミカルな言葉という肉体の中にしか存在しないので  

ある。この肉体を欠いてしまえば、経験はさながら詩人自身にとっても存在し  

ないも同然とさえ言い切ってよいが、それは、言葉を欠いた経験とは無意識的  

で曖昧模糊とした心理的過程の一利那に過ぎないからである。自分自身の経験  

を認識し、鮮明に思い浮かべるためには、どうしてもその経験を「分節化し」、  

認識の対象へと変換してやらなければならない。そしてそうするためにはま  

ず、その経験に言葉を「着せて」やらなければならないのである。   

換言すれば、抒情詩の内容は、叙事詩の場合と比べると、リズミカルな音的  

素材も含め、言葉のすべてと緊密な関係にあるということ－それこそ切って  

も切れない表裏一体の関係にあるということである。まさしくそれゆえにこ  

そ、またしても物語と比べた場合の話であるが、抒情詩を他の言語素材で再現  

することは極めて困難なのである（抒情詩はそもそも翻訳不可能とするもっと  

もな意見すらある）。   

だが抒情詩は、世界に対する影響力の広範さにおいては物語に劣るにして  

も、私見によれば、その抒情詩を有する国民の精神生活への浸透度という点に  

おいては物語を凌駕しているのである。抒情詩は、人間がそれをそのまままる  

ごと自分の中へ「取り込み」、作品全体もしくはその断片なりとも、自らの認識  

の不可分な一部へと変容させてしまうことのできる、唯一の芸術種なのであ  

る。他の芸術種の作品は、人々の心の中に印象として、そうした作品と出会っ  
たことの思い出として生きるのに対し、抒情詩作品はそれ自体があらゆる人そ  

れぞれの心の中に根を下し、成長するのである。   

ここで大事なのは、あれやこれやの抒情詩作品を何百万もの人々が、声に出  

してであろうと、心の中でひっそりとであろうと、暗諭しているということだ  

けなのではまったくない。   

抒情詩作品をものにしようとするとき、読者は実際に自分を詩人の個性に重  
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ね合わせ、自らをその作品の作者だと感じる。厳密に言えば、こうした創造的  
な境位というものは、芸術作品全般を真に深々と知覚するときに固有のもので  

ある。だが、抒情詩作品を知覚するとなると、ましてや朗読によって知覚する  

となると、もはや読む「私」が詩人の「私」と直結融合してしまうのである。  

そうであればこそ抒情詩については、それを人間の心にもっとも深く染み渡る  

芸術として語ることになるのである。   

プゥシキンの『嵐が濃霧で空を覆い隠し・・・l；yp；rMmOlOHe60KPOeT…』、レp  

ルモントフの『私は一人、旅に出る…Bh）XOXyOEHH月HaJlOpOry…』、チュッチ  

ェフの『五月初めの雷雨が好きだ…Jho6JT拍rPO3yBHaLIaJ］eMaB．．．』、ネクラー  

ソフの『背高な穀物林の中に埋もれてしまっている…Me）K BbICOK打ⅩⅩ刀e608  

3aTeP兄JIOC乱．．』、フェートの『僕が来たのは君に挨拶するため… 5（r［Pt4ueJIK  

Te6ecⅢPHBeTOM．．．』、エセpニンの『まだ達者かい、俺の婆ちゃん…Thleule  

Xma，MO兄CTapyll）Ka．．．』等々－これらの作品はすべて、個人と国民全体の精  

神生活に欠かせない有機的要素となっている注3。   

さらに付け加えておかなければならないのは、ロシア抒情詩の巨匠たちの非  

常に多くの作品が曲をつけられ、国民歌謡に、あるいは真に国民的なロマンス  

になっているということである（ロマンスは歌謡と違って、通常はソロを、特  

別な場合はデュエットを前提としている。またロマンスのメロディーは歌謡の  

メロディーよりも、詩作品のテクストに、詩作品のイメージやリズム、イント  

ネーションの独自性により密接に結びつけられている）。こうした事情に促がさ  

れて抒情詩作品はますます広く、深く国民の心の中へ染み込んでゆくことにな  

った。おそらく、このような傑作抒情詩の全国民的な摂取吸収という現象は、  

ヨーロッパのいかなる文化にも見られない、ロシア独特のものだと思われる2。  

現在、真の国民性を獲得している、もっとも深遠にして繊細俊美な抒情詩作品  

をテクストとして作られたロマンスはと言えば、それはたとえばプゥシキンの  

2最近私には、歌謡やロマンスが非常に人気のあるイタリアのラジオ、テレビの関係者と懇談   

する機会があった。しかし、彼らが伝えてくれたところによると、イタリアには大詩人の作   

品を歌詞とした流行ロマンスはまったく存在しないとのことであった。  
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『遥かなる祖国の岸辺を求めて・・・月n月6eperoBOTtlH3HhJAaJ）J，HOiL‥』、チュッチ  

ェフの『あなたに出会った－すると過去のすべてが…月BC叩eT日月8aC一日  

BCe6hlJ）Oe…』、フェートの『君には何も言うまい…月Te6eHmerOHeCKaXy．．．』  

等々といった作品であろう注4。   

上記のように言う場合、重心は音楽にあるのでは決してない。トルストイは  

『戦争と平和』の中で次のように言っているが、正鵠を見事に射抜いている注5  

－ロシア国民は歌を歌うとき、「歌謡の意味のすべてはただ歌詞にこそある  

のだということ、メロディーは自然とやってくるのだということ、独立したメ  

ロディーなどありえず、メロディーはただたんに歌詞の調子を整えるためにあ  

るだけなのだということを、心の底から素朴に信じ切っているcTeMnO刀HもIMH  

Ha11BHh）My6exJIe＝＝eM，tlTOBrIeCHeBCe3HaTleHHe3afUlfOtTaeTC兄TOJIE，KOBCJ10BaX，tlTO  

＝arTeBCaMCO60羨npJIXO脚THtJTOOT月eJ］bHOrOHaneBaHe6bIBaeT；atlTOHaneB－TaK  

TOJIJ）KO，jLTl兄CKJTa斗y」3。   

ロシアの大詩人の詩作品を歌詞としたロマンスのメロディーはただひたすら  

に、その詩作品の芸術的構造を、さらには意味をもくっきりと浮き彫りにし、  

誰にでも分かり易くしてくれるもののように思われる。だから我が国でとりわ  

け高く評価されるのは、詩作品の意味こそ第一とする演奏者であって、メロデ  

ィーの名人芸的な演奏者ではないのである（たとえばイタリアでは、事情が我  

が国とはまったく逆である）。   

敢えて言っておきたいのは、抒情詩とは一種の内面的心髄だということ、つ  

まりそれは、同義反復的表現を恐れずに言えば、ロシア人一人一人の心中に息  

づくロシア文化の精髄そのものに他ならないということである。我々ロシア人  

がいつでもこのことに気づいているとは限らない。なぜなら、どんな時でも自  

身の内なるものに気づくのは容易な技ではないからである。  

＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

3TbJTCTO鏑JT・＝・Co6paJl＝eCOqHJle＝HiiB14－TtITOMaX，T・5・M，，Ibcnm3且aT；1951，C．271．  
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ここまで主として話題にしてきたのは、抒情詩の死命を制する基盤について  

であった。しかし、忘れてならないのは（残念なことには、非常にしばしば忘  

れられがちなのだが）、抒情詩とは芸術〟のりノCC〝7β0であるということ、しかも  

極めて複雑にして手の込んだ、繊細優美な芸術であるということである（抒情  

詩作品の場合にはとりわけ、その微細この上ないデテールに、たとえそれが抒  

情詩作品に特有のぎりぎりに切り詰められた短さ、簡潔さゆえの宿命だとして  

も、実に巨大な意味的負荷が背負わされるのである）。   

多くの人々はあれこれの抒情詩作品を一種の日記風メモ、つまり作者の自分  

自身との対話とみなしたり、あるいは特定の人に宛てられた「手紙」、つまり書  

信とみなしたり、あるいは雄弁術風の公共的発言とみなしたり、あるいは作者  

の思想の「編成」とみなしたり、あるいはたんなる風景描写などとみなしたり  

しがちである。抒情詩に対するこうしたアプローチは、ある程度の根拠を持っ  

ている。というのも、そこで問題とされるのは、あれこれの人間的経験に関す  
る表現の多種多様なタイプや形式についてだからである。拝情詩はどうしても  

日常生活の話形式に依存せざるをえないので、たとえばそれを瞑想的抒情詩  

JWe∂umamu87iaRm4PHKa（MenHTaIl朋はpa3nyMbeの意のラテン語）、書簡体抒情詩  

3nuCmaq呼fiaEJ7tIPHKa（書簡詩cTIIXH＿nOCJlaHH5I）、時評的抒情詩町6HuZluCmutLeCKaE  

月HpHKa、あるいは市民的抒情詩甲α∬∂d〃Cだ朗刀＝p＝Ka（仝同国人、あるいは全人  

類に呼びかける抒情詩）等々といった風に腑分けし、差別化することもできる  

のである。その一方で抒情詩はまた、哲学的抒情詩¢MOCO¢cだ朗刀叩HKa、歴  

史的拝情詩〟C′乃甲肌eCだ朋冊pHKa（過去の出来事に関する思索に基づいた抒情  

詩のことで、たとえばA．K．トルストイに多く見受けられる）、政治的抒情詩  

na”mutLeCTCaRJTHpHJ（a、「内輪的抒情詩HHTHMfla月刀＝pHKa」（その代表は恋愛抒情  

詩月形∂0β〃朗刀HpⅥKa）、風景拝借詩〝eあ〟北〃朗刀Hp＝Ka、日常生活抒情詩∂b′椚0β朗  

刀HpHKa等々といった具合に、テーマに応じた区別も可能なのである。   

しかし、こうした体系化が理に叶っているのはただ、そうした体系化の背後  

で抒情詩の芸術的本質即aO3K：eCm8eH〃aRCyLIIHOCThが忘却されていない場合だ  

けである。抒情詩作品を何らかの性格づけをされた言表β♭′Cだのbは飢〟eとして   
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（凝縮された瞑想、アッピール、誰かに宛てた「書信noc刀＝e」、同国人へ向  

けたスピーチ等々として）、何らかのテーマに捧げられた言表として受容する  
ことはできない。結局のところ、そうしたアプローチが有効なのは、芸術的に  

脆弱な、本来的な抒情芸術の水準に達していない作品に対してだけである。い  

わんやそうしたアプローチが、真の芸術性などそもそも求めようとしない、押  

韻した作者の「自己表出CaMOBbIpa〉KeHHe」でしかない作品に有効なことは論を  

待つまでもあるまい（こうした「プロらしからぬ」詩作品は、無数の人々が、  

とりわけ青春時代に書いている）。   

真の抒情詩作品とは、完結的で自立的な芸術的現実が創出、確立されている  

詩作品CT岨0〝7β岬e肋eのことである。経験それ自体は、抒情詩創作の対象、客  
体に過ぎないのであって、抒情詩創作固有の本質ではない。詩人はたんに自ら  

の経験を吐露するのではなく、自らの経験から完結的で実に貫かれた作品世界  
を創出するのである。   

本物の詩作品の場合、読者の眼前に姿を現すのは、経験ではなく、高邁にし  
て豊餞な意味を内包した芸術的イメージ砂∂0北eC′〝βe〃〃朗0句7のである。その  

イメージの創出には詩作品の仝成分が参加している。作品を構成する言葉の音  

響そのものも（この音響は、読者が作品を「ひっそりnpoce6月」読むとき、人  

それぞれに知覚される）、全リズム体系も、言葉の一つ一つも、言葉同士の複雑  

な結びつきも、狭義の「比喩06pa3HOCTb」（メタファー、形容辞、比較対照、等々）  

も、作中に描かれた事実や対象も、そして作中に具象化された思想も参加して  

いる。しかも、これらの成分すべてが有機的統一体をなし、相互連関的に作用  

し合っていることは言うまでもない。   

いくら悲しんでも悲しみ切れないが、皮相的な考えが実に広く人口に胎灸し  

ている。その考えによれば、抒情詩人の課題は、すでに準備済みであるかのよ  

うな内容（つまり経験）を、「美しい」形式に流し込むということに尽きてし  

まうらしい。しかしその一方、傑出したロシア抒情詩人の一人、ヤーコフ・ボ  

ロンスキーは、説得力に満ちた信念を込めて、事態の本質を次のように説明し  

ている－「抒情詩作品に飾りつけを施すということ、あるいは1行1行を整  
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形し、形式を可能な限り優美なものに仕立て上げるということは、いったいど  

ういうことであろうか？ 信じてはしいのだが、これは自分自身の何らかの感  

情に飾りつけを施し、それを人間的天性で考えられる限り優美なものに仕立て  

上げるということに他ならない… 詩行1行に難難苦吟すること－それは詩  

人にとって自分の魂に難難苦吟するのと同断である qTO TaⅨOe－m月eJIb相打b  

JtHPHtleCKOe CTl－XOTBOPeHIie HJIH，rIOrIpaJiJl朋CTIIX3aCTIIXOM，几OBOJIHTb¢opMyJtO  

BO3MO）ⅨHOrO几JI3T Hee t43月IIIeCTBa？3TO，IlOBePbTe，He trrO HHOe，KaK OT月eJILIBaTh H  

JIOBOJIHTh月OBO3MOXHOrOBtleJIOBetleCKOiirlPHPOJleH35qeCTBaCBOeCO6cTBeHHOe，TO  

HJIHEPyrOe，tlyBCTBO．．．TpyJIHTLC兄HaJICTItXOM－AJ1月nO3TaTOXe，tITOTPyJIHTbC兄Ha月  

月ylUOiicBOe益」4。しかし、自分の経験を「優美なものに仕立て上げること月OBO月HTb  

月OH31［nIeCTBa」－それは詩人にとって「詩行1行に難難苦吟することTPyJIHTもC；［  

H叫CTHXOM」と同じだという逆の主張もまた正しいであろう。というのも、詩  

人の作品は内容と形式の有機的統一体なのだから。詩人にとって、美しい内容  

を創出しようとすれば、美しい形式を創出する以外に取るべき道はないのであ  

る。   

すでに上述したように、抒情詩における内容と形式とは（たとえば叙事詩と  

比べて）、絶対に切り離し難いものである。実際のところ、抒情詩の内容と形式  

を「ばらばらにⅢ00TAeJIもHOCTIり検討することなど、どう転んでも無理である。  

抒情詩作品の内容だけを個別的に考察しようとすれば、芸術的意味を持たない  
その作品の対象、客体へと話題をずらさざるを得ず、また形式だけを切り離し  

て分析しようとすれば、思わず知らずその形式を組成する言語と韻律の素材を  

姐上に上らせざるを得なくなるであろう。その場合、詩作品それ自体はあっさ  

りと手を滑り抜け、蒸発し、読者の視界から消え去ってしまうだろう。抒情詩  

に関して言及できるとすれば、それはただ内容と形式の統一体e∂〟〃CJ乃β0につ  

いてだけなのである。   

興味深くて意義深く、目も眩まんばかりの「内容」を－より正確には対象  

4（♂yccⅨOeC刀OBO〉〉，1859，爬1，C・66・  
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を一偏えてはいるものの、同時に真の価値を欠落させている作品は、山のよ  

うにある。まったく同様に、優美にして独創的な「形式」を－より正確には  

素材を一偏えてはいるものの、愚にもつかない作品もまた山はどある。一言  

で言えば、事の本質は内容にあるのでも形式にもあるのでもなく、内容と形式  

の統一体にこそあるということなのである。   

しかし、こうしたことのすべては非常に複雑な大問題であって、この手短な  

序文で具体的に検討することなど到底不可能である。筆者はかつて抒情詩の本  

性について別な著書－『詩作品はどうやって書かれるか一詩的創造の諸法  

別についてKaK rMLJlyT CTJ4XH．0 3aKOHaX rTO3THtleCKOrO TBOptIeCTBa』（M．，  

（（rTpocBel叫eHHe〉〉，1970）Tで論究したことがあるので、読者の皆さんには  

それを参照されることもお勧めしておこう湘。とはいいながら、抒情詩の本性  

と関連した諸々の理論的な問題については、本書においてロシア抒情詩の現象  

をあれこれと検討するときにもまた言及することになるであろう。  

訳注  

01．引用されている作品の全貌を次に紹介しておこう（大意把握の参考として  

日本語訳も付すこととする）。  

① レールモントフ（MHXaHJlIOpheBHtlJIepMOHTOB．1814－1841）   

H3rETE  

mpHbIeBepl山HHu  

Cn月TBOTt，MetlOllHOii．  

T［tX11eJIOJlltHhl  

noJIHbIC8eXe頁Mr¶Oii．  

He口山肌几OpO「a，  

He几pO〉K訂月日CTbI…  

nqqo岬HeMHOrO，  

OlⅥOX月eⅢ仏HTもL  

（1840）   

ゲーテより   

連なる山の頂が  

夜の闇の中で眠っている。  

密やかな谷間には  

新鮮な扇が満ちている。  

道には挨一つ漂わず、  

菓はぴくりともしない・‥  

しばし待つがいい、待てば  

お前の疲れも癒えるだろう。  
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これは、ゲーテのもっとも有名な、そしてシューベルトの歌曲としても知ら  

れる、『旅人の夜の歌Wanderers Nachtlied』の二番目の作品『あらゆる嶺の  

上空にUbera11enGipftln（Ha月8CeMHBepLIIHHaMH）』を自由訳したものである。  

ゲーテはこの作品を1780年、イルメナウ滞在中にキッケルハーンの山小屋の壁  

に書きつけ、1815年に発表している。  

あらゆる嶺の上空に  

安らぎがある。  

どの梢の間にも  

風の気配は  

ほとんどしない。   

森に鳥の嘲りは聞えない。  

ただ待つがいい、さればやがて   

おまえも安らぐだろう。  

UberallenGipfeln  

Istmh，  

InallenWipftln  

Spiirestdu  

KaumeinenHauch；  

DieV6geleinschweigenimWalde．  

Wartenur，balde  

Ruhestduauch．  

02．引用されている作品の全貌を次に紹介しておこう。  

① プウシキン（AJIeKCaHnpCepreeBHtTrIymKHH．1799－1837）  

月BaCJlIO6町r∬和60Bbe叫e，6bITも」MOXel  

B爪yⅢeMOe14yraCJtaHeCOBCeM，  

HorTyCTbOHaBac60J］bⅢeHeTpeBO）ⅨHT，  

5IfleXOtlynetlanHTbBacHHleM．  

月BacJI拍6Ⅲ6e3MOJIBHO，6e3H瑚e）KHO，  

Tbpo60CTbIO，TOpeBHOCTE，X）TOMtlM，  

5IBacJTK）6HJ］Tat（HCKPeHHO，TaXHeXHO，  

KaKJtafiBaM60rJIIO6HMOii6hITh斗PyrHM．  

（1829）  

私はあなたを愛していた。あの愛はきっと今もまだ  

私の心からすっかり消え去ってはいまい。だがあの愛に  

もう二度とあなたの胸を騒がすようなことはさせまい。  

あなたには何があっても悲しんでほしくないから。   

私はあなたを愛していた、密やかに、望みなく、  

ときにおずおずと、ときに嫉妬に苦しみながら。  

私はあなたを愛していた、かくも真剣に優しく、  

あなたが他の人に愛されることすら切望するほどに。   
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② レールモントフ  

HCKytIHOIイ「PyCTHO  

HcKytfHO，HrpyCT770，HtleKOMypyKyr10EaTJ）   

BMItHyTE，JAyuJeBHO鏑HeB3rOEhl…  

Ⅱk刀aHb只！‥qTOnO刀b3bIHanpaCHOH8elHO）Ⅸe刀訂♭？‥   

Aro瓜IrTpOXO卵T－JICeJTytIllMerOALJ！   

J7K）6HTh．．．HOKOrOXe？．．HaBPeM兄－HeCTOHTTPyAa，  

ABetlHOJI旧6爪He803MOXHO．  

Bce6月JIⅥ3arT1月Heult｝？－TaMnpOl山JlOrOl寸CT11CJlena：   

HpanocTh，HNry…，HBCeTaMHHtlTOXHO…   

tlTOCTPaCTH？－BeEhPaHOHJILnO3nHOHXCJlaAt（HiiHeDyr   

Hclle3HeTⅢpIICJ】OBepaCCyAXa；  

HxH3Jlh，KaXrIOCMOTPHLIJhCXOJtOヱIHhIMBHMMaHIイeMBOKpyr；－   

TaJ（a＾rryCTaBHITIyrTa月LuyTKa…  

（1840）  

退屈にして物悲しく   

退屈にして物悲しく、胸の塞ぐときに   

手を差し伸べてくれる人とていない。  

希望だって！… だが当てなくひたすら望んでどうなろう？   

歳月人を待たず一最良の歳月が過ぎてゆく。   

恋する… だが誰を？… 泡沫の恋なら額に汗する甲斐もなく、   

永久の恋もまたできはしない。  

己が心を覗き込んだらどうか？… そこには過去の跡形もなく、   

そこでは喜怒哀楽、すべてが取るに足らぬこと…   

情熱など何になろう？ その甘美な病も遅かれ早かれ   

理性の言葉の前で消え失せてしまうのだとすれば。  

人生とは、冷静な注意深い目で傍観すれば、   

なんとも虚ろで馬鹿げた代物に過ぎない‥  
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③ チュッチェフ（◎eJIOpHBaHOBHtlTIOTtleB．1803－1873）  

シレンチウム！（沈黙！）   

黙すがいい、閉じ籠るがいい、そして隠すがいい、  

己の感情の数々、夢の数々を一  

感情と夢が心の奥底で  

夜の星座さながら湧き上がり  

押し寄せるがままにさせておけ－  

その感情と夢を凝視し－そして黙すがいい。   

どうして心に己を言い表すことができようか？  

どうして他人にお前を理解できようか？  

どうして他人にお前の生甲斐を理解できようか？  

語られた思想は虚偽に過ぎない。  

心の泉を掘り起こし、掻き混ぜるがいい－  

その湧水を味わい－そして黙すがいい。   

己が心だけで生きることを学ぶがいい－  

お前の心には深く秘められた思想の  

めくるめく一大世界が眠っているのだから。  

それら思想の声を外部のざわめきは押し殺し、  

昼の光は散逸させてしまうだろうー  

それら思想の歌に耳を澄まし－そして黙すがいい！  

SILENTIUM！（MOJMAH14E）  

MoJltIt］，CKpblBaiic月】托Ta鎮  

HtヴBCTBa11MetlTbICBOH－  

nycKa益8月yl山eBHO鏑my6IIHe  

BcTamI13aXO几刃TOHe  

6e3MOJIBHO，KaK3Be3月blBHOLIH，一  

月旧6yiic兄恥川－HMOJIq軋  

KaKCep月町BbICK犯訂bCe6兄？  

npyroMyKaJ（rIO朋Tt，Te6月？  

no疏MeTJIHOH，qeMTもⅠⅩHBeⅢb？  

MhICJIbH3petleHHa月eCThJIOXb．  

B3pbIBa月，BO3MyTmⅢbK刀K円H，一  

口11Ta鎮c兄HMIイーHMOJ門H．  

刀HMbXHTbBCe6ecaMOMyMe由一  

EcTt｝LleJtbIiiMllPBEyⅢeTBOeii  

TaHHCTBeHHO－BOJ］LJJe6HhlXnyM；  

HxomyIDⅥTHapyXHLIHⅢyM，  

nHe8HhIepa3rOH月TnytIH，－  

BHHMaiiHXIleHt，N）－HMOJltlH！  

（≒1830）  

④ ネクラーソフP肌OJta鎮AJ）eKCeeBHtlHeKpaCOB．1821－1878）  

（詩作晶『たぶん』を私に送ってくれた  

見知らぬ友人に捧ぐ）  

（rlocB月LuaeTC兄He143BeCTHOMy瓜pyry   

nplイCJ10BIlleMyMHeCTltXOTBOPeHHe  

（（Mo米田6bITb〉〉）  

yMpy月CKOPO．XaJtJ（OeHaCJ］eJtCTBO，  

Opo几ⅥHa！ocTaM10月Te6e・  

no針Ⅲ翫OMPOKO払IMnpOBeJ1月月eTCTBO  

HMOJIOEOCThqBMytIHTeJIE，HO紘60ph6e．  

Heヱ10J］ra月IlaC6yp兄yKpeIIJI兄eT；  

XoTE，eIOMhJMrHO8etIHOCMyLlleHhl，  

HoAOJlra5I－HaBeKHrIOCeJI月eT  

B月ylIJeIlpllB肌KHPO6KO疏T＝l山＝JlhI・  

HaMHerOELarHeTγIltHXBrIettaTJIeHHii  

OcTaBmHHelt3ma几HMもIiicJIe皿．  
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俺はもうすぐ死ぬだろう。僅かばかりの通産は、  

おお故郷よ！お前に残してゆこう。  

生まれながらの重荷を背負って俺は幼少期を  

青春時代を過ごした一幸い戦いの日々だった。  

しばしの嵐は人を強く鍛え上げてくれる、  

たとえ束の間は泡を食うことがあろうとも。  

だが長い嵐となると一人の心の中に永遠に  

びくつきながら安らぐ習慣を刻みつけてしまう。  

重苦しい印象ばかりの歳月は俺に、  

拭っても拭い切れない傷跡を残した。   
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自由な霊感をなんと少ししか知らないことか、  

おお故郷よ、お前の生んだ哀れな詩人は！  

陰鬱なミューズを道連れに、これまで俺が  

出くわさなかった障害などあるだろうか？‥・  

みんなと同じ血の一滴に免じて  

ちっぽけな作品も俺の手柄と認めてほしい！   

俺は竪琴を生業としていたわけではないが、  

それでも是非も言わせぬ運命に脅されて  

俺の辛が竪琴から覚束ない音を爪弾き出すことも  

あるにはあった… 俺はもうずっと一人ぽっちだ。  

初めは仲睦まじい家族と一緒に生きていた。  

だがその家族も、わが友よ、今何処？  

ずっと前に俺から去って行った奴もいた。  

俺の方から家の外に締め出した奴もいた。  

過酷な運命の虜になった奴もいれば、  

とうにこの世におさらばした奴もいる・‥  

一人ぽっちになったこと、  

頼れる人の誰もいないこと、  

年を経るごとに友人を失い、  

道々敵を増やしてきたことに免じて、  

みんなと同じ血の一滴に免じて、  

俺を許してくれ、おお故郷よ！許してくれ！・   

俺の使命とは、お前の苦悩を、  

驚くほど辛抱強いみんなを歌い称えることだった！  

そして神がお前を歩ませようとする道程に  

自覚の光を一条たりとも投げかけることだった。  

だが浮世の暮らしを愛し、毎日の泡沫の悦楽に  

習慣と環矧こよって縛りつけられたこの俺は、  

目的へと向かう歩調をふらつかせ、  

目的のために我が身を捧げようともせず、  

俺の歌もどこへともなく雲散霧消し、  

みんなのもとへ届くことはなかった。  

俺の歌が伝えることのできたのはただ一つ、  

我が故郷よ、お前に対する愛だけだ！  

年々歳々無情になりつつも、俺の心が  

お前に対する愛を守り通したことに免じて、  

みんなと同じ血の一滴に免じて、  

俺の罪を、おお故郷よ！許してくれ！…  

KaIくMa刀03Ha刀C11060几HbIX叫OXHOBeHH鏑，  

Opo几H＝a！rletlanhHh摘TBOiir］03T！  

KaKt7XrTpeIl）aJtJleJICTpeTHJTMIIMOXOLIOM  

Cc80efiyrpK）MO蕗My30iiHarTyT＝？”  

3aKM旧KpOBH，061qyIOCHaPO几OM，  

HMaJIbIHTPyJIB3aCJlyryMHeCOtml！  

HeTOPrOBa刀刃刀”PO蕗，HO，6hlMO，  

KoIⅥarpO3Il刀HeyMOJII†MbⅢpOⅨ，  

YJTHphI3ByKHeBePHbIiiHCTOpraJIa  

Mo兄pyKa・・・月aBHO月0即HOK；  

BHatlaJIeLlleJT月C几Py）KHOIOCeMheIO，  

HoTneOlⅧ，Apy3b兄MO伍，Teneph？  

OJLHH几aBHOPaCCTaJmC又COMHOIO，  

nepeDFPyr－ⅠⅢ11CaM月3aJlePABeph；  

Te〉叩e6＝eMrTOCTIlrITyTt）lXeCTOJ（nM，  

ATerTPelMHyXe3eMflOi毒口pe月eJI・・・  

3aTO，tlTO310CTanCガOEHHOKIIM，  

qm月HIイBIくOMOnOpbIHel…eJI，  

tITO月，DPy3eiiTePMCKaXJtbJMrOJIOM，  

BcTpet7aJIBParOJ3BCe60J［bⅢeHaⅢyTH－  

3axaJIJTfOKPOB11，O61月yIOCflaPOZtOM，  

rlpocTⅥMeH31，OpOヱIlⅢa！rIpOCT11L・  

月IIPt13姐H6E｝IJTBOCrTeTt・TBOIイCTPaEaHt・B，  

TeplleHbeMⅥ野M月見氾uⅥ羞HapO且！  

H6pocIITbXOTbeEHM・IfiJTytICO3HaHh月  

HarIym，，mOpEJM60rTe6月BeLleT，  

Ho，XH3Hb几和6月，KeeMItHyTHbIM6几aIⅥ朋  

npHⅨOBaHHbI弟npHBbIⅦⅧ崩別Cp印0貞，  

月KueJⅢⅢe刀Iの刀e6Jl氾叩MC月um叫  

5［几朋HeefleXepTBOBa刀CO6oii，  

HnecHbMO月6eccJI印HOnPOJl打eJla，  

HnoHapO几aIleEOIMaOHa，  

OzLHaJIJO60BbCKa3aTt＞C月BHeHyCneJla  

K代6e，MO月pO皿Ha月（コ℃pOHa！  

3aTO，trrO月，tlePCTBe月CKaX几bIMrO几OM，  

EeyMeJIB瓜yUeMOe頁cⅢaCT仇  

3aKan刀ポ｝翳pOも叫06叩OCHapOJ10M，  

MoH8ItHbI，OpO即＝a！口pOm！＝  

（1867）  
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⑤ ブローク（AJ］eKCaH叩AJ）eKCaHJIpOBHtIBJ）Of（．1880－1921）  

0，月XOtけ6e3yMHO）Kmb：  

Bcecy叫ee－y8eXOBeqHTも，  

6e3刀牙り〃Oe－80tJe刀08eq汀T】，，  

Hec6Ⅰ，柑山eeC月－BOmOTl什b！  

nycTh月ylUHTXH3HIICOHT兄XeJIhIii，  

nycTも3a伽IXa抑Cも83TOMC打e，一  

石も汀bMO）K町田HOU】aBeCe刀blii  

Brp月月yl叫eMCKa）Ⅸ訂060MHe：  

伽c椚弘WJ甲紹ルーC〝移∂一夕∬βg∂椚〃  

Co甲bJmbJ滋Jβ〟～α椚朗be～07  

0〟βeCb－∂〟∽月∂0句7α〟Cβe椚〟，  

0〃βeCb－Cβ0βoJbJm叩eC椚βα／  

（5中eBpM1914）  

鳴呼、私は狂気を生きたい。  

すべての存在－を不滅化したい、  

名無しの人一に固有名を与えたい、  

未然のもの一に形を与えたい！  

たとえ生の苛酷な夢に首を絞められようと  

たとえ私がその夢に窒息しかかろうと一  

陽気な若者ならきっといつか  

私についてこう語ってくれるだろう、   

この陰鬱さは大目に見ようー陰鬱さこそ  

彼の奥深く秘められた原動力ではないか？  

彼は全身全霊一善と光の子、  
彼は全身全霊一自由の凱歌なのだ！  

⑥ ザポロッキー（HHKOJIa前AJ）eKCeeBHtI3a60JIOuKHii．1903－1958）  

HErlO3BOJI5M月yuEJIEIi14ThC51  

Heno3BO几兄H月ymeJleHHTもC月！  

qTO6BCTyneBO几yHeTOnOtlE・，  

nyLllaO6月3a＝aTPynMTLC刃  

H几eHl，HHOtlb，H皿eHt．HHOtII，！  

mHlteeOT凸OMaK刀OM％  

Ta11岬C3TanaHa3Tan，  

IlonycTE・lHIO，r［06ypeJlOMy，  

LIepe3CyrpO6，tlePe3yXa6！   

Hepa3peI山a鎮eiicrIaThBIlOCTeJltl  

IlplICJ3eTeyTpeH‡Ieii3Be3几EJ，  

nep）ⅨHJ］eHTXiiKyBtlePHOMTeJIe  

t4HeCHHMaiicHeey3nhI！   

KoJlbA訂be鏑B3AyMael山もnO6JIa）K町，  

OcBO60X月朋OTpa60ち  

OIlanOC刀e月＝K）拍py6au町  

CTe6月6e3）ⅨaJIOCTHCOpBeT二  

心に怠惰を許してはならない   

心に怠惰を許してはならない！  

時間を浪費しないように  

心には刻苦勉励する義務がある、  

昼も夜も、昼夜分かたずに！   

JL、を家から家へ急き立てるがいい、  

営倉から営倉へ引き摺り回すがいい、  

荒地を通り、倒木を越え、  

雪溜りも道の凸凹も突っ切って！   

心に眠るのを許してはならない、  

夜明けの星が輝くベッドの上で。  

怠惰な心は邪険に扱うがいい、  

轡も手綱も外さずにおくがいい！   

もしか心を仕事から解き放ち、  

甘やかそうなどと思おうものなら、  

心はお前から最後のシャツ1枚まで  

情容赦なく剥ぎ取ってしまうだろう。   
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心の肩をむんずと掴み、暗くなるまで  

懇々と教え諭し、安め立てるがいい、  

お前と人間らしく付き合うことを  

心に改めて学び取らせるために。   

心は奴隷であって女王、  

心は下女であって愛娘。  

心には刻苦勉励する義務がある、  

畳も夜も、昼夜分かたずに！  

ATblX且aTa崩ee3an月e・＝，  

yq日日Myqa前月meMHa，  

tlTO6）KVTbCTO60拓no－tleJ］OBetTE，  

ylIMaCb3a封OBOOHa．  

OHaPa6hIH月HLtapHua，  

OHapa6mHllaIり10鴨，  

OHaO6兄3aHaTpy凡打nC月  

日皿eH♭HHOtlb，日月eHbHHO7b！  

（1958）  

03．引用されている作品の全貌を次に紹介しておこう。  

（D プゥシキン  

3打Ml寸HHBEttEP  

6yp月MmOIOHe601（pOel  

BtlXPHCHeXHbIeKpyT5［；  

Tb，KaK3Bepb，OHa3a月OeT，  

Tb3anJI椚eT；KaI川m，  

TbnoKpOB刀eO68eT□甘a刀Oii  

B月pyrCO∫IOMO鋭3a11γM叫  

Tb，KaI（町ml引く3anO3几a月山前，  

KHaMBOKO1月KO3aCTyqmこ  

Haua8eTHa月刀atりrXKa  

目口ella刀もHaIITeMHa．  

tlTOXeTbJ，MO月CTapyLuKa，  

Ⅲ叩yMO几MayOKHa？  

H刀H6ypI13aBbIBaI†もeM  

TbI，MOiiJIPyIlyTOMJ7eHa，  

仙川叩eMJIe【仙nO月Ⅹy刀0《aH♭巳M  

C80erO8epeTeHa？  

BbInbeM，几06paガロO月pyXKa  

6e几HO童旧HOCTHMOe責，  

BbInbeMCrOP月；me）KeKpyXKa？  

Cep皿uy6y凡打8eCeJIe軋  

CnoiiM¶eneCH抑，KaXCItHH叫a  

T打XO3aMOpeMXH刀a；  

CnoiiMHeneCH抑，KaIく几eBHua  

3a80月0鏑no〉1pylⅣIa  

冬の夜   

嵐が濃秀で空を覆い隠し、  

雪を竜巻のように巻き上げ、  

猷のように呼Lえるかと思えば、  

幼子のような泣き声を立て、  

古びた家の屋根を吹き荒び、  

藁をざわめかせるかと思えば、  

遅れてきた旅人のように  

我が家の窓をノックする。   

我があばら家は  

悲しくも鬱々としている。  

どうしたの、婆や、どうして  

窓辺で黙りこくっているの？  

嵐の喝時に、婆や、  
疲れ切ってしまったのかい？  

それとも自ら回す紡錘の音に合わせて  

うつらうつらと舟を漕いでいるのかい？  

さあ飲もうじやないか、婆や、  

我が惨めな青春の善良なる友よ、  

憂さ晴らしに飲もうよ。ジョッキはどこ？  

飲めば心ももっと晴れるだろう。  

そして歌っておくれ、四十雀が  

海の彼方で静かに暮らしていたとかいう歌を。  

歌ってよ、乙女が朝早く  

水汲みにいったとかという歌を。  
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嵐が濃霧で空を覆い隠し、  

雪を竜巻のように巻き上げ、  

獣のように呼Lえるかと思えば、  

幼子のような泣き声を立てている。  

さあ飲もうじやないか、婆や、  

我が惨めな青春の善良なる友よ、  
憂さ晴らしに飲もうよ。ジョッキはどこ？  

飲めば心ももっと晴れるだろう。  

6yp兄MrT10IOHe60KpOeT；  

BHXpHCHe）ⅨHbIeKpyT刃；  

恥，ⅩaK3Bepb，OHa3aBOeT，  

Tb3an几a11elKaIくAⅥT腋  

BE，Im＞eM，几06pa月r10Apy）ⅨT（a  

6e月HO蕗拍HOCTHMOeii，  

BbIⅢbeMCrOp月：Ⅶe）KeKpyXKa？  

Cep月1Ⅳ旬間汀駅CⅢe鏑．  

（1S25）  

② レールモントフ   

BbIXOXy叩ⅥH月Ha月OpO「y；  

CKBO3hTyMar［KpeMHltCTblllIlyTt・6JleCTHT；  

Hot7hTHXa．11ycThI朋BHeMJIeT60ry，  

H3Be3月aC3Be3瓜0IOrOBOpI汀．   

BHe6ecaxTOP）ⅨeCTBeHHOHtlyJtHO！  

CnHT3eMJⅦ8CⅥ兄HberO∬y60M．．．  

qTO）KeMHeTaK60JTt，HOHTaKTPyAHO？  

粕y几blerO？xMetOJIIすOqeM？   

yxHeX刀yOTXH3HHHt4tlerO月，  

HHe）KaJIhMt7enPOLI）JtOrOH14tTyTh；  

月日lqyCBO60恥川ⅢOKO兄！  

月6xoTeJI3a6bITbC兄Ⅰす3aCHym！  

HoHeTeMXOJIOヱIIIbIMCHOMMOrIl刀bl…  

月6）KeJTanIlaBeKIイTaK3aCHyTh，  

qTO6BIl）yJIMLtpeMaJTHXM3H11CHJtt・l，  

qTO6，瓜hlllla，B3ヱIbIMaJIaChTlすXIl）y恥；  

tlTO6BCIOHOt］E，，Be几bJteHhMOiicnyxJTeJle月  

npoJl拍60BbMl†eCJla即くH鏑ro刀OCneJI，  

HaJtOMHO責t7TO6，tletIHO3eJTe11e兄，  

TeMHhI義Ey6cKJlOH月JtC月別‖山yMeJI・  

（1841）  

私は一人、旅に出る。  

霧越しに砂利道が煙き、  

夜は静かに、境野は神の声に耳をそばだてている。  

そして星々は互いに語らい合っている。   

空は厳かにしてこのうえなく美しい！  

大地は青い輝きに抱かれて眠っている…  

でも私はどうしてこんなにも胸塞ぎ、息苦しいのか？  

何を待つというのか？ 何を悔やむというのか？  

人生から期待するものなど、私にはもはや何もない。  

これまでの人生も、何一つ惜しむことなどない。  

私が求めているのは自由と平安！  

できるものなら我を忘れ、眠りの床につこう！   

けれどそれは墓地の冷たい眠りなのではない‥  

私が永久に身を横たえたいと願う眠り－そこでは  

胸一杯に命の力がまどろみ、  

胸は呼吸とともに静かに波打ち、  

甘い声が愛の歌を口ずさみながら、  

私の耳を昼夜分かたず慈しみ、  

黒々とした樫がいついつまでも青々と  

私を見おろしながらざわめいている。   
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（ヨ チュッチェフ  

BECEHH月月rPO3Å  

Jb6月拍叩03y8HaqMeMa月，  

Kor罰a8eCeHHIl崩，口epBb川叩OM，  

KaK6bIpe3B月C川H叩び，  

rpoxoq訂BHe6e柑∬y60軋  

rbeM月TpaCKaTbIMOJ10LIJ，Ie，  

BoT月OWK6pbI3町刀，nbⅢb刀訂I代  

no8仇C几仇nep恥tAOX只e8t，te，  

HcoJIHIleHHTlイ30JIOTIイT  

CropbI6e）KmnmKⅢpOBOpIIb滴，  

BJleCyHeMOJIKH餌nTⅣ仲南raM，  

HraM刀eCHOii，HⅢyMHarOpHムⅠ由一  

Bce町OpHTBeCeJIOrpOMaM．  

TbICKaXel山b：8叩eHa月托6a，  

KopM月3eBeCO8aOpJI礼  

ⅠセOMOKHlⅥ叫H由り′60KCHe6a，  

CMa月Ch，Ha3eMJIN）IlpOJTHna．  

（≒1828；Haqa刀01850－XrO几OB）  

春の雷雨   

五月初めの雷雨が好きだ、  

春一番の雪が、  

まるではしやぎ戯れるかのように  

青い空に蕗きわたる五月初めの雷雨が。   

若々しい雷鳴が轟きわたり、  

／ト雨がばらつき、挨が舞い上がり、  

雨が蜘蛛の糸に真珠のように連なり、  

太陽が蜘蛛の糸を金色に染め上げている。   

山から駿足の流れが駆け下り、  

森には鳥の鳴き声が引きも切らず、  

森は囁き、山はぎわめき－  

すべてが楽しげに雷鳴に和している。   

君は言うだろう、軽はずみなヘーべ－＊が  

ゼウスの鷲に餌をやるときに  

洒盃に泡立つ酒を空から  

笑いながら地上に零してしまったのだと。  

（＊へ－ベーは青春の女神）   

④ ネクラーソフ  

ロOXOPOHI）1  

MexBuCOKIⅨMe60B3訂ep月刀C月  

He60raTOeHauleCeJ］O．  

nperopbKOeⅢOC8田γUu月刀C兄  

HHaITaCHe83HaqaiiHa6peJIO．   

0鏑，6印anpIイmqH刀aC兄叩aⅢH㍍！  

MbITaKO鏑He3Ha8mBOBe】く：  

KaxyHaC－rOJIO泌6ecuIa6a刀¶Ha月一  

3a叩eJIMC月甲OHqe刀08eX！  

CyJIrIpIteXan．．．DOnPOChI…－TOLuHeXOHE・KO！  

月Ora皿餌HCb瓜eHbXOHOKCO6p訂b：  

OcMOTpeJlerOJIeKaPhC粗peXOHbKO  

埋葬   

背高の穀物林の中に埋もれてしまっている、  

我らが貧しき村は。  

不幸中の不幸が世間をさ迷い歩き、  

何の因果か我らが村ヘヤってきた。   

鳴呼、何たる災繋が起こったことか！  

こんなにひどいのは生まれて初めてだ。  

我らが村で、無鉄砲な余所者が  

自分で自分をずどんとやったのだ。   

判事がきた・・・取弱が始まった－うんざり！  

みんなで金子を出し合うことにした。  

その金子で医者はすぐさま死体検分し、   
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HBeJteJII7Ie－III16y凸b3aKOrIaTb．  

HnpHⅢ刀OCbHaMHeX几a11HO－HeraAaHHO  

XopoHHTbMOJtOJ10rOCTpeJIKa，  

6e311epKOB＝OrOIleHbR，6e3JlaEaHa，  

6e3BCer－0，tleMMOrHJIaI（per［Ka．．．  

6e3口0IlOB！．．TbJIもⅩOCOJIHbIⅢⅩ03HOiiHOe，  

BMeCTO月pOrOBOCKyC8et川，  

HaJmIlOHenPO6y几HO－CI10KOii＝Oe，  

Hecxyn兄Cb，HaBO月払刀0∬yⅥH；   

月aBbICOKa月pO）私印几blXa刀aC月，  

只aⅢeCrpⅢh8月OJIHHe叫妃¶叫  

rlTHtIKa60〉Kt）月tlaIPO60rTyCRaJtaC刃  

H，tIHpt47（Hyt），JTeTeJlaBKyCThI・   

IlorJI5［nHM：tITOpe6月THa6IIPaeTCB［！  

noxpecTH月日CもHⅢ0ヱIH那IH仁BOii・‥  

MaThOChIHepeXOIlpa3JIHBaeTCg，  

n∬椚訂My）ⅨⅢ0〉KeHeMOJI明0Il，－  

KaRHeⅢJlaKaTb】甘M？月Ⅵ80BeJlIIKOJIH？  

CBOeMy－TOCBOliXOpOl山Ⅵ！  

AJIOXOMpe6月T〃Ⅲ川3aXH封Ⅹ卸H，  

lbTHaBepr［06t・IJI月06po前月yⅢtl！  

Me）KFtByMガXne60pOEHbIMIIHltBaMH，  

ne叩Ol〃e刀〃eⅢ叩0Ⅹ〃顔月0月0Ⅹ，  

no几60JlbⅢIIMHnJIaKyqⅢMI川BaMlイ  

ynoKOH刀C兄6eヱIHb涌打pe∬OK．  

qTOTe6兄月OKaf†a刀0，Ce脚e【汀HOrり？  

TbI3aqTOCBO－0茜yuyCけ6即？  

ThI3aXOXHii，Th］pOnytle3EeIl［HerO，  

HoTh］tlaLuyCTOpOHKyJT和6t－Jl：   

ToJlhKOM11HyTMOPO3bIyrIOpHhle  

HBeCeHH甘XrOCTeiiHa刀eTI叫－  

（（qy！一KpI川aTflallJHLteTt（Hr［PO80PHbIe：一  

口pollIJtOrOAHITfioxoTHHI（IlaJ7t4T！〉〉  

ThlJlaCKaJTHX，rOCTHHIqHMHaut18aJI，  

110  

どこかに墓穴を振るようにと言った。   

まさかたまさか俺たちが  

若い猟師を埋葬する羽目に陥った。  

聖歌も歌われず、香も焚かれず、  

墓を飾る何一つないままで…   

神父さえいない卜・・灼熱の太陽だけが  

明るい蝋燭の炎に代わって  

二度と目覚めない遺体の顔に  

その光を惜しげもなく注ぎ込んでいた。   

それでも背高のライ麦は身体をくねらせ、  

谷間には花が咲き乱れていた。  

神の小鳥は棺の上に舞い降り、  

一鳴きすると、木立ちへと飛び去った。   

辺りを見回せば、ぞろぞろと集まりくる子供たち！  

十字を切り、しくしくと泣きそぼる子供たち‥・  

亡くした息子を偲んで涙の川に暮れる母親、  

亡くした若妻を偲んで泣いている夫一   

彼らの誰が泣かずにおれようか？何の不思議があろう？  

身内は身内にとって愛しいもの！  

子供たちが偲んですすり泣いた人も、  

きっといい人だったに違いない！  

二筋の実り豊かな畑の狭間、  

狭い谷間の走っていた場所の  

大きな枝垂れ柳の並木のたもとに  

哀れな猟師は安置されている。   

哀れな男よ、いったい何がお前を追い詰めたのか？  

どうして自分の命を絶ってしまったのか？  

お前は行きずりの余所者、なのに  

我らが村が好きだった。   

厳しい寒さが過ぎさえすれば、  

春の客たる鳥たちが群れ飛びくるものを－  

「ほら－と俊敏な村の子供たちが叫ぶ一  

去年の猟師が鉄砲を撃ってるぜ＝。   

お前は子供たちを可愛がり、土産を配っていた。   
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ThIHaCrIPOCOTBet］aThHeCXyt7肌  

yTe6月IlOpOLuKy月IlOnpaLUHBaJ［，  

HBCeⅢaTもIHeCXynOノIaBM．  

notⅢ姐責xe，只pyXOX！naM月T♭コeqR誠！  

HexJ4BaJTI，TBOR6eEHaEMaTb？  

H刀川，MO）∝q3a3HO6ace脚etIH8月  

6y井田Tam，几pyXXaⅢ0瓜粧H几aTも？  

MbInO如eM，nOBeCT甘MTBOIOMH叩′氾：  

Mox訂6bm，HⅢpH印訂刀氾6月，  

HnoⅡ刀atIeTOHaHa月MOrⅣIOIO，  

HpaccKaXeMME・Te益r［pOTe6月．   

IlotⅢBaiice6ecMHPOM，CJtJO6oBHlO！  

notⅢ8a蕗！60rTe6ecy薫ⅠⅦ，  

tlTOO6pE・I3raJ．ThlrPeumOfOKpOBHK）  

HenoBHHITbleltaImⅢ0刀刃！  

KTOEO3HaeT，KaKOIOKPytlHHOIO  

Ha且pbIBaJIOC兄CepⅢleTBOe  

IlepeEBOJThHOiiTBOeIOIくOHtIHHOIO，  

IlepenTeM，KaJ（CITyCTHJIThIPyXE＞e？．，  

お前は訊かれたことには何でも答えてやっていた。  

俺がお前に火薬をせがんだときも  

お前はいつも気前よくくれたものだった。   

安らかに眠るがいい、友よ！いつまでも忘れはしない！  

お前の哀れな母親は生きてはいないのかい？  

あるいはもしや、この先ずっと愛しい恋人が、  

身を細らせながら、お前を待ちはしないだろうか？   

俺たちが行ってお前の恋人に告げ知らせよう。  

たぶん彼女は愛しさに駆られてやってきて、  

墓に涙を落とすに違いない。  

そしたら俺たちがお前のことを話して聞かせよう。   

平和と愛を胸に、安らかに眠れ！  

安らかに眠れ！神がお前の裁き手だ、  

何しろお前はその罪深き血を  

我が清らかな野に振り撒いたのだから。   

誰知ろう、お前の心が、  

自分で決めた死を前にして、  

引金を引くのを前にして、  

どんな悲しみに引き裂かれていたかなど・・・  

Me）K几ByMMe60pO几HbIMIイH宮BaMIl，  

rberTpOLIJeJIHeⅢ川pOKH羞LIOJIOK，  

no皿60JIbⅢ甘MHr∽aⅨyサ什MⅥl作aMH  

YrTOlくOHJ［C兄6eAHE，JiicTPeJTOX．  

6ynyTIleCHMKHeMyXOpOB哩HhIe  

H3Ce∬aIlO3ape几OJI即m，  

6y月y▼rHHBbleMyX刀e60pO几HbIe  

6e3叩eXOB恥IeCHblHaBe8訂b…  

（1861）  

二筋の実り豊かな畑の狭間、  

狭い谷間の走っていた場所の  

大きな枝垂れ柳の並木のたもとに  

哀れな猟師は安置されている。   

夕暮れ時ともなれば村からは  

輪舞の歌声が彼のもとへ届くだろう。  

実り豊かな畑は彼に  

実り豊かで無邪気な夢を運んでくるだろう・・・  
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⑤ フェート（A申aHaCH益A申aHaCheBHt7◎eT．1820－1892）  

僕がきたのは君に挨拶するため、  

太陽が起き上がり、  

その熱い光で木の葉を  

震わせ出したと告げるため。   

森が目を覚まし、森全体が  

すっかり目を覚まし、枝の一本一本に、  

小鳥一羽一羽に元気づき、春の息吹に  

満ち溢れていると告げるため。   

僕は今日もまた昨日と同じ  

情熱に駆られてやってきたこと、  

僕の心はいつでも喜んで君に  

仕えたがっていることを告げるため。   

僕は全身、前後左右上下から  

陽気の風を浴びていること、自分でも  

歌うべき歌は知らないけれど、ただ自然に  

歌が生れ熟してしまうことを告げるため。  

月npHⅢe∬XTe6ecⅢpIIB即OM  

PaccI（狙m，qTOCOJIHueBCT8』0，  

qTOOIlOrOp兄tlHMCBeTOM  

rIoJIHCTaM3aTPeIleTaJTO；  

PaccKa3aTh，trrOJ（eCrIpOCHyJ］C兄，  

BecbⅢpOCH）ⅥC兄，BeT糀滴ⅨaX月0益，  

Kax皿0羞mqe顔BCrpeIleHyJIC兄  

14BeCeHHeiiIlOJTOlIXaXJLOH；  

PaccKa3aTL，tITOCTO鏑xecTPaCThK），  

KaRBtIepa，npIiⅢむ‖＝ⅢOBa，  

t7TOEytmBCeTaRXeCtlaCTE，k）  

HTe6ec叩TbrOTOBa；  

Paccx狙m，qTOOTOBCIO月y  

HaMeH兄8eCeJIbeMBe叫  

qTOIIe3HaⅨ）CaM，qm6）Ⅵy  

IleTh，－HOTOJlhKOIleCHR3PeeT．  

（1843）  

⑥ ェセーニン（CepreiiAneKCaHEPOBHtIEce17HH．1895－1925）  

母親への手紙   

まだ達者かい、俺の婆ちやん？  

達者だよ、俺もね。元気でいておくれ、元気で！  

あんたの住むボロ屋の上には、あの  

えも言われぬ夕べの光が照り返っていますように。   

みんなの手紙によれば、あんたは心配を押し隠し、  

俺のことで散々悲しんでるって言うじやないか、  

流行遅れの古い外套を羽織って  

しょっちゅう道端に出てるって言うじやないか。   

青禎めた夕闇の中、あんたはしよつちゆう  

同じ一つことを思い浮かべているんだろうね。  

酒場の喧嘩で誰かが俺の心臓の下を  

ナイフでぐさりと刺したみたいなことをね。   

TTHCl）MOMArEPIイ  

TuxHBaelqe，MO兄CTapyLIIJ（a？  

X血＝川．nplすち餌Te6e，ⅢpIIB餅！  

IlycTE，CTpyHTC兄TlaET80e臨＝36yI皿∝崩  

TbBetlePH11fiHeCI（a3aHHhl丘cBeT・  

nHⅢyTMHe，tITOTb］，TaETpeBOry，  

3aIPyCTMaInH6KOO60MIle，  

tITOTb］1IaCTOXO凡打tIIhHaJIOPOIγ  

BcTapOMO皿HOMBmOMIⅡylⅡyHe・  

HTe6eBtletIepHeMCllHeMMpaKe  

qacTOB叫1mC兄OAHOHTO）Ⅸ：  

6ynTOfCTO－TOM＝eBt（a6aIIKOiiJtPaKe  

C叫aHy刀口0月Cep几qe¢Ⅵ打CⅨH偽HO）K・  
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HltqerO，pWM！ycⅢOKO葺c兄！  

｝mⅧ刀bmⅦrOma月6pe几L  

HeTaKOHyXrOPhK＝ii刃rTPOr10iiKa，  

tlTO6，Te6月HeBH朋，yMepeTt＞．   

月no－npeXHeMyTaXOiixeHe〉KHblii  

HMet汀a拍TOJlbKOJmⅢもOTOM，  

tho6cKOpeeOTTOCKHMRTeXHOii  

BopoTmC月BHH3eI†もKI涌Hal山刀0軋  

5［BepHyCE，，KOIⅦaPaCKHJleTBeTBH  

no－BeCeHHeMyHal月6e瓜Ⅰ鏑ca几  

TbJlhKOTE・IMe朋yXHaPaCCBeTe  

He6y且H，KaKBOCeME＞JteTHa3aJl．  

He6y几HTOrO，tITOOTMetrraJ］OCh，  

HeBOJIHyHTOrO，t］TOHeC6bInOCh，－  

CJIHⅢKOMpaHh氾旧叩釘γHyCTa刀OCm  

Hcnb汀訂bMHeBXH3Ⅰ†HⅢpltBeJIOCも．   

HMOJ］mC兄Heyt］HMeH乱HeHaJtO！  

KcTapOMyBO3BpaTa60JIE，LueHeT，  

Tも10AHaMHenOMOIlも”0叩叫ち  

TbIO几HaMI】eHeCKa3aIiHbI責cBeT．  

TaJ（3a6y皿♭XeIlpOCBOIOTpeBOry，  

HerpycTHTaKIJJH6Ⅸ0060MHe．  

HexoEtlTaKt7aCTOHaEOpOry  

BcTapOMO几HOM8emOM」∬yⅣyH℃．  

（1924）  

何でもないよ、おっかさん！心配するなって！  

それは思い過ごしの戯言さ。  

俺はもうそんなのひどい飲兵衛じやないよ、  

あんたの顔も見ずに死ぬほどの飲兵衛じやね。   

俺は昔ながらに優しいまんまで、  

夢に見るのはただ一つこと、  

早いとこ′トうるさい塞ぎの虫におさらばし、  

ぺちゃんこの我が家へと帰ること。   

きっと帰るさ、我が家の白い庭に  

木が春らしく枝を張り出す頃に。  

ただね、おっかさん、8年前のように  

夜明けとともに起こすのだけは止めてくれ。   

終わった夢のことは思い出させないでくれ、  

できなかったことを突っつかないでくれ。  

俺は人生であまりに早退ぎる喪失と疲労を  

味わわなきゃならない宿命だったのさ。   

それにお祈りを教えないでくれ。必要ないから！  

昔に帰るなんて、もはやできない相談。  

あんただけが俺の支え、俺の喜び、  

俺にはあんただけがあのえも言われぬ光なのさ。   

だから心配事なんて忘れてくれ、  

俺のことで散々悲しむのは止めてくれ、  

流行遅れの古い外套を羽結って  

そんなにしょっちゅう道端へ出てゆかないでくれ。  

04．引用されている作品の全貌を次に紹介しておこう。  

（D プゥシキン   

加6epero8mH3Itu月mHOii  

TbInOK日月a刀aKpaHqyXOH；  

B・IaCI†e3a6BeIiHu鏑，8tIaCnetla∬bHも涌  

月旦OJI相即aMnpe皿m60ii．  

MoH：に刀a皿etO江田epyK新  

丁虎男mpa皿Cby乃epXm；  

恥MeHbe叩aⅢOep叩KH  

MoiimI川OJIMHe口pepU8m．  

遥かなる祖国の岸辺を求めて  

君は他国の地を立ち去ろうとしていた。  

忘れ難いそのとき、悲嘆のそのとき  

僕は君を前に長い間泣いていた。  

僕の冷たくなってゆく両の手は  

どうにか君を引きとめようとした。  

別離のひどい苦悩も終わりのないことを  

僕の坤きは切に願っていた。  

113   



CULTURE ANDLANGUAGE，No．75  

しかし君は苦々しい口付けから  

その唇を引き離したのだった。  

暗い流刑の地から別天地へと  

君は僕を呼び招いていた。  

君は言った、「また会う日には  

どこまでも青い空のもと、  

オリーブの木陰で、友よ、私たちはまた  

愛の口付けを交わしましょう」と。   

しかし、鳴呼、頭上に大空が  

青々とした光を放つ彼の地、  

オリーブの木陰が水面に映える彼の地で、  

君は永遠の眠りについてしまった。  

君の美しさ、君の苦しみは  

骨壷の中へと消え去ってしまった－  

それらと一緒に再会の口付けもまた…  

それでも僕は待っている、君の口付けを…   

HoTもImrOpもKOrOJIO63aHb兄  

CBOIiyCTaOTOpBa刀a；  

H3ⅠくPa月MpalHOrOl13mafIt＞月  

TE，）BI（paHHHOiiMeH月3BaJTa・  

ThlrOBOpMJla：（（BjIeHhCBH月eHb  

n叫He60MBetⅢOrOJヴ6bIM，  

BTeHHOJIH8，刀和6Bl川063aHも月  

MLIBHOBb，MO義兄pyI；CO印HHlIM〉〉・   

HoTaM，yB叫meHe6ac80ヱIbI  

ClⅧmB6JIeCtくeI℃∬y60M，  

neTeHI，OJlltBJIemaHaBO几bI．  

3acHy几aTLlnOCJl印HItMCHOM．  

TBO兄KPaCa，Tt10HCTPaJLa  

Hct］e3JIHBypHeIPO60BO鎮r  

AcHHMHnOllenyHCBH皿aHh兄…  

Ho即yerO；OH3aTO60ii…  

（1830）  

② チュッチェフ  

K，B．（l；apoHeCCaKpl叫eHeP？）   

月BCTpm刀BaC一ⅥBCe6bⅥOe  

BoTXHBⅢeMCepノ1IleO〉K即0；  

月BC110MHHJTtlPeM月30JIOTOe－  

HcepAuyCTaJTOTaJ（TenJ10…   

KaxⅢ03ヱIHe羞oceIⅢnOpO氾  

6blBa和TAHH，6blBaeTtlaC，  

KoIⅥanOBeeTB旦pyrBeCHOIO  

Ht］TO－TOBCTPerIeHeTC兄BHaC，一   

TaJ（，BeCE＞06Be5mEyr［OBetlheM  

TexJleTEyLIJeBHOiinoJIHOThI，  

C月aBHO3a6b汀uMyⅢOeHbeM  

CMOTPIOHaMHJIbJetlePTt・J”   

KaxnocJ］e8eKOBOItPa3nyIくH，  

nⅦⅩyHa8aC，Ⅹ弧6bIBOCHe，－  

HBOT－CJIもIu打eeCTa刀H3ByKⅥ，  

HeyMOJIKaBlⅡⅥeもOMHe…  
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K．B．（男爵夫人クリュデネル？）   

あなたに出会った－すると過去のすべてが  

冷え切った心の中に煙ってきた。  

あの素晴らしい時代が思い出され一  

心がぽかぽかと暖かくなった…   

晩秋にときとして、  

春の気配が忽然と漂い、  

身中に何かが奮い立つような  

そんな日々、そんな一時があるように－   

あの頃の充実した気力のそよぎに  

全身を委ねながら、  

とうに忘れ果てていた喜びを噛みしめ、  

あなたの美しい顔立ちを見つめる・‥   

気の遠くなるほど長い別離の後に  

夢でも見るようにあなたを見つめると一  

心の中で止むことのなかったあの、  

あの音の響きが次第に高まっていった。   



B．B．コージノフF19世紀ロシア叙情詩について（スタイルとジャンルの発展）j翻訳の試み（鈴木 淳一）  

■けTHeO几HOBOCl10MHllaHbe，  

TyrxH3Hb3arOBOPHJIa8HOBb，－  

HTOXe8BaCOqaPO8aHbe，  

HTaXBJtyl山eMOeiiJlrO60Bh！  

（26HIOⅢ1870）  

これはたんなる思い出などではない、  

これは生命が今また芽吹き始めた証なのだ－  

あなたからは昔と同じ魅力が放たれ、  

私の心には昔と同じ愛が息づいている！・  

③ フェート   

月Te6eHItt］erOHeCt（aXy，  

HTe6月HeBCTpeJ10XyHI川yTh，  

HoTOM，TrO兄MO刀qaTちep町  

HepeⅢyChH113a－ITOHaMeKHyTE．．  

ueJIt，TiiLtetlbCn∬THOtlHE，IellBeThI，  

HoJIHl∬bCO刀mle3aPOuy3a風月eち  

PacKpb18amC兄T11XOJIⅥCTu  

H只CJlbI町KaKCep几qeqBeTe蝿   

HB6oJ．E・＝y－0，yCTaJTytOrPyAL  

BeeT8刀m責HOqHOi毒…兄且pOXy  

月Te6月HetlCTpe80Xyf7HqyTh，  

月Te6eHImerOHeCKaXy．  

（2ceHT月6p刃1885）  

君には何も言うまい。  

君を僅かなりとも心配させまい。  

無言のうちに繰り返す思いも  

何があろうと決して気取られまい。   

夜の花は終日眠っていても、  

太陽が木立に姿を隠すや否や  

その薬を静かに開き、僕は  

心に活気の粘るのを耳にする。   

病んで疲れ果てた胸に  

夜の湿気が吹き寄せ… 僕は身震いする。  

君を僅かなりとも心配させまい、  

君には何も言うまい。  

05．『戦争と平和』第2部4編7章からの引用。ロストフ家が狩りに出かけた  

とき、連れ立った「おじさん」（ロストフ家の遠い親戚）の歌う様子を語り  

手が解説した箇所である。  

06．札幌大学外国語学部紀要「文化と言語」，Vol．30，No．1；Vol．30，恥2；Vol．32，  

No．1；Vol．32，No．2を参照のこと。  
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